
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 2003 年 2004 年 2005 年 2006 年 200７年 

所得税額 ０ 19,200 円 19,200 円 93,600 円 104,000 円

住民税額 5,200 円 5,200 円 19,300 円 56,700 円 61,000 円

小計 5,200 円 24,400 円 38,500 円 150,300 円 165,000 円

４年間で 
159、800円増 

31、7倍に 

２００５年 

1 月 所得税老年者控除廃止 

1 月 所得税公的年金控除等の縮小 

7 月 住民税配偶者特別控除廃止 

２００６年 

１月 所得税定率減税の半減 

３月 消費税免税点引き下げ 

４月 

介護保険料引き上げ 

生活保護の老齢加算廃止 

生活保護の母子加算の対象縮減 

国民年金保険料の引き上げ 

６月 

住民税の定率減税の半減 

住民税の高齢者非課税限度額の廃止

住民税の公的年金控除の縮小 

老年者控除の廃止 

９月 厚生年金保険料の引き上げ 

10 月 高齢者の医療費の値上げ 

２００７年 

１月 所得税の定率減税全廃 

４月 住民税の定率減税全廃 

消費税の増税も視野に入っています 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国民にばかり痛みを押し付ける政治を
日本共産党とご一緒に変えましょう。 

無料法律相談
９月５日（火） 

市川市役所内、日本共産党控
え室にて。予約制です  
☎３３４－ １１１１ 
（内線）４５９１

小
泉
内
閣
発
足
以
来
、「
改
革
」
の
名
の
下
に
、
増

税
に
加
え
、
医
療
・
年
金
・
介
護
等
、
徹
底
し
た
国
民

負
担
増
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

２
０
０
６
年
度
の
市
川
市
の
市
税
だ
け
で
も
約
３

０
億
円
、
来
年
は
定
率
減
税
の
全
廃
で
さ
ら
に
約
１
５

億
円
の
市
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

特
に
６
５
歳
以
上
の
方

は
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
介
護
保
険
料
も
上
が

り
、
介
護
の
利
用
料
や
医

療
費
、
さ
ら
に
は
針
灸
マ

ッ
サ
ー
ジ
等
の
市
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
ま
で
自
己
負
担

が
増
え
て
い
ま
す
。 

「
住
民
税
の
通
知
書
を

見
て
び
っ
く
り
し
た
」「
介

護
保
険
の
認
定
が
厳
し
く

な
っ
て
ベ
ッ
ド
が
使
え
な

く
な
っ
て
困
っ
て
い
る
」

「
針
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
困
っ

て
い
る
」
な
ど
の
深
刻
な

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

   

国
民
に
は
徹
底
し
た
負

担
増
の
一
方
で
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
な
ど
法
人
所
得
上

位
十
社
の
納
税
額
は
２
０

年
前
に
比
べ
て
約
６
７
０

０
億
円
も
減
税
が
行
わ

れ
、
米
軍
再
編
強
化
に
は

３
兆
円
の
新
た
な
税
金
を

使
う
と
し
て
い
ま
す
。 

  

大
企
業
優
遇
の
規
制
緩

和
に
よ
っ
て
労
働
者
の
３

人
に
一
人
が
非
正
規
雇
用

に
置
か
れ
、
所
得
格
差
が

深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
川
市
で
も
、
生
活
保

護
世
帯
は
５
年
間
で
１
・

５
倍
に
、
就
学
援
助
を
受

け
て
い
る
子
供
の
数
も

１
・
６
倍
に
増
え
て
い
ま

す
。 

   

私
（
谷
藤
）
は
、
先
の

６
月
市
議
会
で
、「
国
の
冷

た
い
政
治
言
い
な
り
で
は

な
く
、
市
に
増
収
に
な
る

分
を
、
市
独
自
の
裁
量
で

医
療
や
介
護
の
負
担
、
障

害
者
の
利
用
料
負
担
な
ど

の
軽
減
に
使
う
べ
き
で
は

な
い
か
。
」
と
強
く
主
張
し

ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
粘
り
強
く

声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 

豊
か
な
環
境
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
湾
三
番
瀬
の

猫
実
川
河
口
域
に
は
、
車
の
タ
イ
ヤ
や
バ

ッ
テ
リ
ー
、
自
転
車
、
鉄
く
ず
等
が
た
く

さ
ん
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

昨
年
に
続
き
、
６
月
２
５
日
、
こ
の
状

況
を
改
善
し
よ
う
と
市
民
に
よ
る
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

私
と
日
本
共
産
党
の
地
元
後
援
会
の
み

な
さ
ん
も
参
加
し
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。



 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 

 

 
 
 
広島・長崎の被爆で２１万人の命が奪われ、今でも

２７万人の被爆者が後遺症で苦しんでいます。 

８月４～６日、被爆地広島で原水爆禁止世界大会が

開催されます。この大会は、日本の憲法改悪の動きが

ある今さらに大切です。 

国民平和大行進は日本列島を縦断して行われ、核廃

絶と憲法改悪反対、原水爆禁止世界大会成功を訴える

大切な平和運動です。 

２３日は、本コースとは別に行徳地域独自に行い、

党後援会の皆さんと一緒に参加しました。 

 

去
る
７
月
１
１
日
、
浦
安
市
川
市
民
病
院
議
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
私
は
、
平
成
十
七
年
度
の
病
院
事
業
会
計
決
算
質
疑
と

一
般
質
問
を
行
い
、
公
的
な
医
療
の
役
割
を
訴
え
ま
し
た
。 

平
成
１
２
年
度
を
ピ
ー
ク

に
患
者
数
が
連
続
５
年
間
減

り
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
主

な
理
由
は
医
師
の
確
保
が
難

し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
南
行
徳
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
で
取

り
組
ん
で
き
た
ア
ン
ケ
ー
ト

や
『
市
民
集
会
』
で
は
、
施

設
と
医
師
の
受
け
入
れ
体
制

を
整
え
て
安
心
し
て
利
用
で

き
る
病
院
に
な
っ
て
欲
し
い

と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
、「
患
者
の
減
少
を
理

由
に
市
民
病
院
を
縮
小
す
る

の
で
は
な
く
、
地
域
の
要
求

に
し
っ
か
り
応
え
て
、
施
設

改
善
や
医
師
確
保
の
た
め
の

更
な
る
努
力
を
す
る
よ
う
」

求
め
ま
し
た
。 

  

今
後
の
市
民
病
院
の
医
療

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
市

民
病
院
運
営
協
議
会
か
ら

「
答
申
」
が
出
さ
れ
、
高
齢

化
に
対
応
し
た
医
療
と
小
児

科
を
含
む
救
急
医
療
を
重
点

的
に
行
う
と
い
う
方
向
性
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

私
は
さ
ら
に
、「
不
採
算
医

療
で
あ
る
ホ
ス
ピ
ス
・
緩
和

ケ
ア
・
小
児
と
あ
わ
せ
た
周

産
期
医
療
・
女
性
専
門
外
来

な
ど
も
検
討
す
る
よ
う
」
求

め
ま
し
た
。 

   

今
後
の
運
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て
「
答
申
」
で
は
、
公

設
民
営
・
民
設
民
営
も
視
野

に
入
れ
る
と
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
国
の
医
療
改
悪

に
よ
っ
て
医
療
機
関
へ
の
診

療
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
る

一
方
、
医
療
費
の
値
上
げ
で

病
院
離
れ
が
す
す
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
で
医
療
機
関

の
経
営
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
り
、
公
立
病
院
の
７
割
が

赤
字
経
営
で
す
。
民
間
病
院

で
は
さ
ら
な
る
患
者
負
担
増

と
小
児
科
な
ど
の
不
採
算
医

療
の
切
り
捨
て
が
す
す
ん
で

い
ま
す
。 

し
か
し
市
川
市
の
市
長

は
、
民
間
病
院
で
不
採
算
医

療
が
十
分
で
き
る
と
開
き
直

り
ま
し
た
。 

   

私
は
、
３
年
前
に
作
ら
れ

た
市
民
病
院
の
再
整
備
基
本

構
想
に
、
民
設
民
営
の
デ
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
不
採
算
医
療

が
切
り
捨
て
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
と
掲
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
例
に
挙
げ
、「
こ
の
危

険
性
は
現
在
ま
す
ま
す
強
く

な
っ
て
い
る
こ
と
。
民
間
で

は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
不
採

算
医
療
（
高
齢
者
・
産
科
・

小
児
科
・
救
急
・
緩
和
ケ
ア

な
ど
）
を
確
実
に
実
施
す
る

た
め
に
は
、
最
低
で
も
法
に

基
づ
く
自
治
体
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
き
ち
ん
と
実
施
で
き

る
公
設
の
病
院
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。
医
師

の
確
保
を
確
実
に
行
う
た
め

に
、
運
営
は
民
間
で
も
医
療

の
専
門
機
関
に
お
願
い
を
す

る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い

か
。
」
と
主
張
し
ま
し
た
。 

 
去
る
７
月
１
０
日
、
市
川
塩
浜

の
護
岸
改
修
工
事
現
場
を
党
千

葉
県
議
団
・
岡
田
幸
子
市
川
市
議

と
一
緒
に
視
察
し
ま
し
た
。 

こ
の
工
事
は
塩
浜
２
丁
目
の

直
立
護
岸
全
長
９
０
０
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
１
０
０
メ
ー
ト
ル
部

分
で
、
現
在
の
護
岸
か
ら
海
側

（
三
番
瀬
）
に
２
３
メ
ー
ト
ル
ま

で
幅
を
持
た
せ
て
石
積
み
護
岸

に
す
る
も
の
で
す
。 

   

問
題
は
三
番
瀬
の
環
境
へ
の

影
響
で
す
。
千
葉
県
三
番
瀬
問
題

特
別
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
日
本

共
産
党
の
丸
山
慎
一
県
議
（
船
橋

市
選
出
）
は
、「
護
岸
計
画
地
全
体

に
は
県
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

に
載
っ
て
い
る
生
物
が
生
息
し
て

お
り
、
工
事
の
影
響
は
軽
視
で
き

な
い
。
県
民
参
加
に
よ
る
徹
底
し

た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
と
監
視
が

必
要
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

市
川
市
は
こ
の
石
積
み
護
岸
の

先
に
人
工
干
潟
の
造
成
を
主
張
し

て
お
り
、
そ
の
影
響
と
人
と
自
然

と
の
「
共
生
」
の
ル
ー
ル
に
つ
い

て
も
し
っ
か
り
提
案
・
主
張
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
し
た
と
こ

ろ
で
す
。 


